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昭
和
引
年
9
月 、
大
安
寺
小
学
校
の一
泌
が
改
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り 、

に
伴
な
う
駁
急
発
問制
調
作
を
条
良
県
文
化
財
保
存
剤師
と
協
力
し
て
行
っ
た 。
訓
官引

を
行
っ
た
地
域
は 、
大
安
寺
金
症
と
議
堂
と
の
川 、
ι・印
ア
ー

ル
で
あ
る 。
こ
の
地

域
は 、
誹
堂
の
陥
段
が
位
位
す
る
場
所
で
あ
り 、
ま
た
以
前
こ
の
地
域
で
認
め
ら

れ
る
焼
土
問
か
ら
唐
三
彩
の
倣
片
が
検
出
さ
れ
て
お
り 、
今
回
そ
れ
が
さ
ら
に
出

土
す
る
こ
と
が
予
山怨
さ
れ
た
た
め 、
調
査
は
主
に
金
堂
と
誹
立
の
山
の
改
築
地
全

而
に
つ
い
て
行
な
い 、
さ
ら
に
凶
側
の
鈍
桜
に
か
け
て
は 、
一刷
4
m
の
ト
レ
ン
チ

で
発
侃
し
た 。
以
下
辿
造
物
逃
航 、
山
土
泣
物
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
す
る 。

そ
れ

・.rh

Af

J位

検
出
し
た
主
な
逃
桝（
m
l
凶〉
は 、

m
w誌
の
商
問
階
段
と
鑓
般
の
正
一川一
ま
わ
り

の
地
能
石
な
ど
で
あ
る 。
階
段
ま
わ
り
は
削
平
が
著
し
く 、
粉
粋
さ
れ
た
獄
灰
岩

が
散
乱
し
て
い
る
の
み
で
基
由
化
粧
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
が 、
前
回
の
雨
務
時

と
東
側
の
出
の
出怖
が
確
認
さ
れ
た 。
燃
は
側
石・
政
石
が
欠
損
し
て
い
る
が
幅
初

回 、
深
さ
m
m
で
あ
る 。
階
段
の
帆
は 、
講
堂
中
軸
線
か
ら
東
側
の
併
ま
で∞・M
m

あ
り 、
全
長
冨
ム
m
で
講
立
中
央
の
三
川
分
が
階
段
師
と
な
っ
て
い
る 。
階
段
の

出
に
つ
い
て
は 、
講
堂
の
基
但
に
と
り
つ
く
入
間
の
部
分
が
削
平
さ
れ
て
い
る
た

め
確
認
で
き
な
か
っ
た
が 、
昭
和
犯
年
の
講
堂
調
査
で
知
り
待
た
南
面

華町
線
か
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安
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主

史

ら
約
ま
で
約M・∞
m
を
測
る 。

階
段
ま
わ
り
に
は
普
通
延
石
が
め
ぐ
る
か
ら 、

際
の
出
は
約M－∞
m
内
外
と
舵
定
さ
れ
る 。

講
堂一
と
金
主
と
の
川
は
千
畑一
而
と
な
っ
て
い
る
が 、
講
説
階
段
よ
り
寸・m
m
は

な
れ 、
伽
臨
中
軸
線
上
に
捌
立
れ
が
あ
る 。
位
は
金
堂
と
講
堂
聞
の
約
三
分
の一
の

距
雌
に
あ
た
る 。
ま
た 、
こ
の
平
坦
而
上
に
は
浮
い
所
で
刊
叩
に
わ
た
っ
て
瓦・

土
総
を
多
品
に
含
ん
だ
焼
土
問
が一
而
に
取
開削
し
て
い
る 。
こ
の
焼
土
問
は
延作品同

日
年（由
H

H）
の
大
安
苛
講
堂
焼
亡
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う 。

錨
後
に
つ
い
て
は 、
昭
和
泊
年
の
調
査
で
凶
側
基
町
の
地
型
石
が
検
出
さ
れ
て

い
る
が 、
今
回
の
調
査
で
は
北
側
の
地
磁
石
と
東
側
及
び
回
廊
に
接
す
る
入
間
の

部
分
の
地
担
旧制
り
方
を
検
出
し
た 。
地
組
石
が
逃
存
し
て
い
た
の
は
東
北
と
凶
北

川
及
び
北
側
基
一回
の
四
部
分 、
ま
た
延
石
が
東
北
附
に一
・叩
残
っ
て
い
る
ほ
か
他

は
完
全
に
抜
取
ら
れ
て
い
る 。
地
出
石
及
び
延
石
の
師
は
m
m
で 、
地
磁
の
上
に

は
束
石
を
立
て
る
仕
口
（
見
付
辺
ω 、
見
込
H
m 、
深
さ
羽
目
石
の
決
り
と
同
じ〉

が

あ
る 。
東
石
の
仕
ロ
の
中
心
よ
り
西
側
基
砲
の
地
袈
石
ま
で
の
長
さ
はω－
s
m

あ

る 。
基
問一
弘 ー
一帆
は
東
西
地
部
の
端
で
巴・ι
m
あ
る 。
な
お
南
北
の
長
さ
は 、
南
側

が
民
家
と
な
っ
て
お
り
不
明
で
あ
る 。
基
・む
の
つ
み
土
は
版
築
と
な
っ
て
お
り 、

厚
さ
も
初
回
残
っ
て
い
る 。
基
出
の
抑制
込
み
地
業
に
つ
い
て
は 、
基
国
外
ま
わ
り

の
削
平
が
著
し
く
確
認
で
き
な
か
っ
た 。

実
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回
廊
か
ら
鐘
楼
に
い
た
る
つ
な
ぎ
廊
の
部
分
は
、
廊
西
側
基
壇
の
地
覆
石
の
掘

り
方
が
検
出
さ
れ
た
。
東
側
に
つ
い
て
は
凝
灰
岩
の
破
片
が
認
め
ら
れ
る
の
象
で

完
全
に
削
平
さ
れ
て
い
る
。
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２
出
土
遺
物

で
胎
土
は
白
く
、
非
常
に
堅
級
に
焼

成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
型
の
も

の
は
長
辺
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
短

辺
旨
．
、
皿
、
高
さ
旨
。
、
皿
、
壁
の
厚

さ
１
ｍ
に
及
ぷ
も
の
で
あ
る
。
枕
の

上
而
は
普
通
中
央
部
が
ゆ
る
や
か
に

凹
ん
で
い
る
が
、
い
の
よ
う
に
上
面

及
び
側
面
の
両
長
辺
が
内
方
に
凹
ん

だ
も
の
、
ま
た
上
面
・
側
面
と
も
平

坦
で
直
方
体
を
な
す
も
の
も
あ
る
。

枕
は
６
枚
の
粘
土
板
を
そ
れ
ぞ
れ
接

着
し
て
密
閉
の
箱
と
し
て
い
る
が
、

各
板
の
接
着
に
は
接
着
面
に
薄
く
粘

土
を
置
き
押
圧
し
て
密
着
す
る
。
各

土
を
置
き
押
圧
し
て
密
着
す
る
ｃ
各
一

一
‐
１
，
割
国
緋
一

面
の
接
着
順
序
は
、
原
則
と
し
て
短
一
殿
一

一
一

辺
に
長
辺
を
重
ね
、
さ
ら
に
、
上
面
一
一
田
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
＆

・
下
面
を
接
着
す
る
。
箱
の
側
面
に

は
必
ず
一
ヵ
所
小
穴
を
穿
っ
て
焼
成
時
の
破
損
を
防
い
で
い
る
。

文
様
は
、
上
面
に
宝
相
華
文
・
鳥
文
・
唐
草
文
・
四
葉
文
を
陰
刻
ま
た
は
型
捺
し

し
、
そ
の
間
を
彩
紬
し
て
い
る
。
側
面
は
三
彩
紬
を
施
し
た
も
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
宝
相
華
文
は
、
④
②
の
如
く
、
向
き
合
っ
た
半
。
〈
ル
メ
ッ
ト
の
二
葉
の
抱
合

せ
を
一
単
位
と
し
て
、
そ
れ
を
連
続
さ
せ
て
文
様
を
構
成
す
る
も
の
と
、
い
⑤
⑥

の
よ
う
に
連
珠
・
唐
草
文
で
構
成
す
る
も
の
が
あ
る
。
②
⑤
は
藍
粕
を
施
し
て
い

１
１
８
０
８
Ｊ
『
’
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一
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調
査
で
出
土
し
た
遺
物
は
、
唐
三
彩
を
始
め
施
紬
陶
器
、
土
器
、
瓦
類
、
金
属

器
な
ど
多
数
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
金
堂
と
講
堂
の
間
に
一
面
に
堆
積

し
た
焼
土
層
の
中
か
ら
検
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
講
堂
前
に
は
東
西
８

ｍ
、
南
北
幽
酎
、
、
深
さ
卵
皿
の
土
城
が
あ
り
、
こ
の
な
か
に
遺
物
が
充
満
し
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
延
喜
ｎ
年
の
講
堂
焼
亡
に
関
係
し
一
括
投
棄
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
の
う
ち
で
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、
９
つ
点
に
お
よ
ぶ
唐
三
彩
の
陶
枕
類
の

破
片
、
二
彩
紬
の
極
先
瓦
な
ど
の
施
和
陶
器
、
瓦
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物

は
、
火
災
に
よ
っ
て
表
面
の
粕
薬
が
剥
脱
・
変
色
を
き
た
し
て
い
る
も
の
が
多

い
。
我
国
に
お
け
る
唐
三
彩
の
出
土
は
稀
有
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
主
な
る

も
の
を
紹
介
す
る
。

Ａ
、
施
粕
陶
器

唐
三
彩
（
第
２
図
）
は
ほ
と
ん
ど
が
陶
枕
で
、
表
面
に
花
文
・
唐
草
文
。
飛
鳥
文

な
ど
を
陰
刻
ま
た
は
型
捺
し
を
行
な
い
、
そ
の
間
を
緑
・
黄
。
白
・
藍
紬
な
ど
で

彩
っ
た
も
の
で
あ
る
。
個
体
数
に
し
て
釦
個
以
上
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
う
ち
全

体
の
大
き
さ
が
わ
か
る
も
の
が
数
例
あ
る
。
枕
に
は
大
小
２
種
類
が
あ
り
、
⑪
は

小
型
の
も
の
で
長
辺
忌
．
』
、
、
短
辺
Ｐ
ｍ
ｍ
、
高
さ
、
．
『
叩
、
中
央
の
尚
さ
５
叩
で

あ
る
が
、
他
の
も
の
も
ほ
塁
同
様
の
大
き
さ
で
あ
る
。
壁
の
厚
さ
は
っ
面
叩
内
外

『
■
０
曲
■
８
０
８
０
・
■ 面

ＩＯＦ,１

大安寺発掘遺機実測IＺ
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Ｂ
、
瓦
類

施
紬
の
瓦
類
（
第
３
図
）
で
は
、
二
彩
紬
の
極
先
瓦
。
緑
紬
の
丸
・
平
瓦
が
あ
る
。

極
先
瓦
は
、
地
極
・
飛
楯
極
の
２
種
が
あ
る
。
地
極
の
も
の
仰
は
、
二
彩
紬
で
、

直
径
扇
．
画
叫
厚
さ
］
・
画
叩
あ
り
、
淡
い
黄
紬
の
上
に
濃
い
緑
紬
で
蓮
排
と
周
縁

を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
央
に
Ｐ
品
の
釘
穴
を
穿
っ
て
い
る
。
飛
楯
極
の

も
の
②
は
、
復
原
す
る
と
縦
型
皿
、
横
岳
．
局
の
長
方
形
で
、
上
下
２
ヵ
所
に
釘

穴
を
も
つ
。
表
面
は
濃
い
黄
紬
の
地
に
緑
紬
で
周
縁
な
ど
を
表
現
し
た
二
彩
紬
で

あ
る
が
、
二
次
的
な
火
を
受
け
た
り
し
て
全
体
の
文
様
構
成
は
明
ら
か
で
な
い
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
国
産
の
も
の
で
、
や
上
軟
質
で
あ
る
。

そ
の
他
の
施
紬
の
瓦
類
で
は
、
緑
紬
の
丸
瓦
。
平
瓦
が
若
干
出
土
し
て
い
る
。

以
上
施
紬
陶
器
。
瓦
類
に
つ
い
て
若
干
説
明
を
加
え
た
が
、
こ
の
ほ
か
の
出
土

遮
物
に
は
、
青
磁
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
神
功
開
宝
、
鏡
片
、
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス

片
、
銅
製
品
な
ど
の
ほ
か
多
数
の
瓦
類
が
あ
る
。 蕊琴

る
。
四
葉
文
②
⑧
⑨
は
、
四
葉
を
市
松
風
に
型
捺
し
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
四
葉
の
大
き
さ
、
配
色
に
多
少
の
変
化
が
染
ら
れ
る
。
②
⑧
は
上
面
全
面
に

四
葉
を
捺
し
て
い
る
が
、
⑨
は
上
面
の
周
縁
幅
１
ｍ
を
沈
線
で
画
し
、
内
方
に
子

桝
を
も
つ
四
葉
文
を
型
捺
し
し
、
周
縁
は
三
彩
紬
と
な
っ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
四

葉
の
子
房
。
子
排
。
解
を
そ
れ
ぞ
れ
黄
。
緑
・
白
和
の
配
色
で
、
四
葉
文
の
各
間

が
緑
紬
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
側
面
は
三
彩
勅
で
彩
っ
て
い
る
の
が
普
通

で
あ
る
が
、
例
の
な
か
に
は
上
面
・
側
面
と
も
四
葉
文
を
型
捺
し
し
た
例
も
あ
る
。

⑪
は
多
彩
勅
で
、
上
面
を
沈
線
で
３
区
に
画
し
、
内
区
を
緑
紬
の
単
彩
、
中
区
を

瞳
。
白
紬
の
一
一
彩
、
外
区
を
緑
。
黄
。
白
・
藍
和
で
彩
っ
て
い
る
。
側
面
は
黄
・

白
の
二
彩
紬
で
あ
る
。
⑫
は
上
面
の
半
分
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
や
坐
大
型
の
も

の
で
長
辺
届
．
、
叩
、
短
辺
呂
・
函
皿
、
高
さ
、
。
、
、
あ
る
。
上
面
は
ま
た
二
次
的
な

火
を
受
け
て
紬
が
厚
く
融
着
し
て
お
り
、
全
体
の
文
様
の
構
成
、
彩
色
の
状
態
が

明
ら
か
で
な
い
が
、
側
面
は
三
彩
の
流
斑
文
と
な
っ
て
い
る
。
③
は
、
二
次
的
な

火
を
受
け
紬
が
剥
脱
し
て
い
る
が
、
二
羽
の
鳥
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
一
一
羽
の
烏

の
頭
部
の
間
に
花
文
を
え
が
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

三
彩
陶
と
と
も
に
絞
胎
陶
の
陶
枕
も
あ
る
。
絞
胎
陶
は
白
土
と
赤
土
を
練
り
上

げ
、
表
面
に
淡
い
黄
紬
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑩
は
ほ
賃
全
体
の
大
き
さ
が
分

る
も
の
で
、
長
辺
忌
．
の
迦
短
辺
９
ｍ
、
高
さ
②
・
四
ｍ
あ
る
。
中
央
が
ゆ
る
や
か

に
凹
ん
で
お
り
、
上
面
に
は
三
彩
紬
の
施
文
が
み
ら
れ
る
。
な
か
に
は
、
上
面
が

絞
胎
陶
で
側
面
が
黄
軸
の
単
彩
の
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
陶
枕
の
底
部
は
原
則
と
し
て
無
紬
で
あ
る
。

こ
の
他
の
施
紬
陶
器
に
は
、
唐
三
彩
の
壷
の
破
片
、
国
産
の
も
の
で
は
三
彩
の

壷
、
緑
紬
の
四
足
壷
・
坪
な
ど
の
破
片
が
あ
る
。

４
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状
国
に
お
け
る
中
国
の
彩
紬
陶
の
山
土
例
は、

宗
像
の
沖
ノ

島
祭
紀
追
跡
で
そ

れ
と
思
わ
れ
る
も
の
の
出
土
例
が
あ
る
が、

縦
突
な
唐
三
彩
が
大
白
に
発
見
さ
れ

大安＂＇r・:i：土三彩利11拘枕

た
例
は
始
め
て
で
あ
り
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る。

ま
た、

山
七
し
た
彩
制
陶
の
大
部
分
が
陶
枕
で
あ

る
こ
と
は、

非
川町山
に
特
呉
な
例
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

陶
枕
は
唐
代
に
は
小
形
の
も
の
で、

宋
代
に
は
長

辺
刊
叩

に
及
ぶ
大

形
の

も
の
が
あ

り、

…肌
枕
と
し
て
の
形
態
が
定
活
す
る。

狭
間
に

お
け
る
陶
枕
は
猿
投
山
古
楽
跡
で
日
世
紀
の
集
跡

〔
芯
2
）

か
ら
数
例
が
発
見
さ
れ
て
い
る。

い
ず
れ
も
大
形

の
も
の
で
長
辺
が
コ・
品
叩
、

知
辺
が
叩
仰
、

高
さ

∞
ム
叩

あ
り、

表
面
・

側
而
に
唐
草
・

飛
芸
文
が

陰
刻
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
頭
枕
と

考
え
ら
れ
る。

今
回
出
土
し
た
小
形
の
陶
枕
が
い

か
な
る
目
的
の
も
の
で
あ
っ
た
か、

に
わ
か
に
決

め
雌
い
が、

腕
此
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
る。

m41i1 

註

（
1

）
『
沖
／
山』
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
会）

】
ヨ∞
年

（
2
）
『
愛
知
以
ぷ
役
山
凶
府
総
＋u
qt…
川 －
昨』
（
愛
知
川同

教
訂
正K
U
会）

忌
匂
年

八

f:t'. 

一世
）

r:: :) 


	AN00181387_1967_1_5
	文書名AN00181387_1967_2



